
三浦市勤労市民センター改修工事

番　　号区　　分

ＤＥＮ‐Ａ株式会社一級建築士事務所

設計工番作成日

査図 担当

件　　名

図面名称作図 縮　尺

株式会社一級建築士事務所（県）　登録　 第１７５５４号

　　一級建築士　　（大臣）　登録　 第１７０６４２号

事務所登録

建築士登録

田中　克樹

A-09

外壁の改修方法 N.S

AutoCAD SHX Text
充填工法（ポリマーセメントモルタル）

AutoCAD SHX Text
自動式低圧注入工法

AutoCAD SHX Text
充填工法（エポキシ樹脂モルタル）

AutoCAD SHX Text
ＣＫ－１

AutoCAD SHX Text
ＣＫ－２

AutoCAD SHX Text
シール工法

AutoCAD SHX Text
ＣＨ－１

AutoCAD SHX Text
手動式注入工法

AutoCAD SHX Text
樹脂注入工法

AutoCAD SHX Text
ＣＨ－２

AutoCAD SHX Text
庇等の欠損部補修工法

AutoCAD SHX Text
ＣＫ－３

AutoCAD SHX Text
ＣＨ－３Ｂ

AutoCAD SHX Text
Ｕカットシール材充填工法

AutoCAD SHX Text
注入器具

AutoCAD SHX Text
ＣＨ－３Ａ

AutoCAD SHX Text
Ｕカットシール材充填工法

AutoCAD SHX Text
3 5mm

AutoCAD SHX Text
・シール材の仕上り状態およびあとかたづけを確認する。

AutoCAD SHX Text
・シール材の硬化後、シール部以外の汚れ等を除去する。

AutoCAD SHX Text
・ひび割れ部を中心に幅50mm程度の表面をﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ等で清掃する。

AutoCAD SHX Text
・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂を使用する場合は、あらかじめプライマーを使用する。

AutoCAD SHX Text
  厚さ2mm程度塗布し、平滑に仕上げる

AutoCAD SHX Text
・主剤と硬化剤を規定量正確に計量し、均一になるまで充分混練する。

AutoCAD SHX Text
・シール材の硬化養生を行う。

AutoCAD SHX Text
・ひび割れの状況を確認し、補修範囲を決定する。

AutoCAD SHX Text
注記  １）挙動するひび割れには可とう性エポキシ、挙動しないひび割れには

AutoCAD SHX Text
・注入孔位置を下記の表によりスケール等で測定し、チョークなどで

AutoCAD SHX Text
・ひび割れ部を中心に幅50mm程度の表面をﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ等で清掃する。

AutoCAD SHX Text
・ひび割れの状況を確認し、補修範囲を決定する。

AutoCAD SHX Text
・注入孔位置に電動ドリルで、15 30mm深さにせん孔する。（φ8 13mm）

AutoCAD SHX Text
・せん孔しない場合は、座金付き注入パイプを使用する。

AutoCAD SHX Text
・孔内の切粉をブラシや圧縮空気等で除去する。

AutoCAD SHX Text
・主剤と硬化剤を規定量正確に計量し、均一になるまで充分混練する。

AutoCAD SHX Text
・注入孔へ注入パイプをパテ状エポキシ樹脂で取付ける。

AutoCAD SHX Text
　また雨水等からも養生する。

AutoCAD SHX Text
　（水平ひび割れの場合は端部から順次行う）

AutoCAD SHX Text
・シール材が硬化するまでは、損傷、汚染等ないようにし、

AutoCAD SHX Text
・注入したエポキシ樹脂の硬化後、注入パイプおよびシール材を除去し、

AutoCAD SHX Text
・注入したエポキシ樹脂の硬化するまで、衝撃や振動を与えないように

AutoCAD SHX Text
・注入状態およびあとかたづけを確認する。

AutoCAD SHX Text
・グリスポンプを用いて、下方の注入孔から上方へ順次注入を行う。

AutoCAD SHX Text
・主剤と硬化剤を規定量正確に計量し、均一になるまで充分混練する。

AutoCAD SHX Text
　仕上げを行う。

AutoCAD SHX Text
  養生する。

AutoCAD SHX Text
　　　２）挙動するひび割れには軟質形、挙動しないひび割れには硬質形エポキシ樹脂を使用する。

AutoCAD SHX Text
注記　１）施工手順は、手動式注入工法を示す。

AutoCAD SHX Text
　加圧しながら充てんし、表面を平滑に仕上げる。

AutoCAD SHX Text
・プライマーを溝内部に塗残しがないように均一に塗布する。

AutoCAD SHX Text
・Ｕカット溝内部の切粉等をワイヤーブラシ、刷毛等で除去し、清掃する。

AutoCAD SHX Text
・ひび割れに沿って、幅10mm、深さ10 15mm程度のＵ字型の溝を設ける。

AutoCAD SHX Text
・ひび割れの状況を確認し、補修範囲を決定する。

AutoCAD SHX Text
　充分混練する。計量は、可使時間内に使い切る量とする。

AutoCAD SHX Text
・溝内にシール材をコーキングガンで、空隙や打残し等のないよう

AutoCAD SHX Text
・主剤と硬化剤を規定量正確に計量し、気泡を巻き込まないよう

AutoCAD SHX Text
　※Ａ工法の場合はシーリング材をコンクリート表面から3 5mm程度低めに充てんする。

AutoCAD SHX Text
・Ｂ工法：可とう性エポキシ樹脂の上に仕上塗材、塗料等を施す場合は、

AutoCAD SHX Text
・シール材が硬化するまで損傷、汚染等のないようにする。また降雨等

AutoCAD SHX Text
・シール材の仕上がり状態、硬化状態およびあとかたづけを確認する。

AutoCAD SHX Text
・シール部以外の汚れ等を除去し、清掃する。

AutoCAD SHX Text
　からも養生する。

AutoCAD SHX Text
　　　　　表面にけい砂を散布する。

AutoCAD SHX Text
　　　　　平滑に塗り込み仕上げる。

AutoCAD SHX Text
・主剤と硬化剤を規定量正確に計量し、充分に混練する。

AutoCAD SHX Text
・プライマーの粘着性のあるうちに、エポキシ樹脂モルタルを

AutoCAD SHX Text
・防錆のためエポキシプライマーを塗布する。刷毛で充分に

AutoCAD SHX Text
・欠損部の脆弱部分などをはつり取った後、ほこり等を除去して清浄で強固

AutoCAD SHX Text
・浮き錆はワイヤーブラシやサンダーでケレン清掃する。

AutoCAD SHX Text
　充分押え込みながら充てんする。

AutoCAD SHX Text
　浸透させながら行う。

AutoCAD SHX Text
　なコンクリート下地を出す。

AutoCAD SHX Text
・鉄筋が露出している場合は、錆を除去する。

AutoCAD SHX Text
・欠損部の状況を確認し、補修範囲を決定する。

AutoCAD SHX Text
・エポキシ樹脂モルタルが硬化するまでは（２４時間以上）損傷、

AutoCAD SHX Text
　汚染のないようにし、また雨水等からも養生する。

AutoCAD SHX Text
・エポキシ樹脂モルタルの仕上がり状態、硬化状態およびあとかたづけを

AutoCAD SHX Text
・補修部以外の汚れを除去し、清掃する。

AutoCAD SHX Text
・表面を金ゴテ等で充分押えて、平滑に仕上げる。

AutoCAD SHX Text
　確認する。

AutoCAD SHX Text
　するまで損傷、汚染等のないようにするとともに降雨等からも養生する。

AutoCAD SHX Text
　強固なコンクリート下地を出す。

AutoCAD SHX Text
・ポリマーセメントモルタルの硬化後、補修以外の汚れ等を除去し、

AutoCAD SHX Text
・ポリマーセメントモルタルの仕上がり状態、硬化状態および

AutoCAD SHX Text
・欠損の状態の合わせ、数層に分けてポリマーセメントモルタルを充てん

AutoCAD SHX Text
・各層とも急激な乾燥を避けて、ポリマーセメントモルタルが硬化

AutoCAD SHX Text
・表面を金ゴテで充分押さえて、平滑に仕上げる。

AutoCAD SHX Text
・各層塗り厚は7mm程度とする。

AutoCAD SHX Text
・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙは、仕様に基づいて調合してから充分混練する。

AutoCAD SHX Text
・鉄筋が露出している場合は防錆剤を塗布してからプライマーを塗布する。

AutoCAD SHX Text
・プライマーを被着面に塗り残しのないように塗布する。

AutoCAD SHX Text
・仕様に沿ったプライマーの調整を行う。

AutoCAD SHX Text
・欠損部の脆弱部分などをはつり取った後、ほこり等を除去して清浄で

AutoCAD SHX Text
・鉄筋が露出している場合は、錆を除去する。

AutoCAD SHX Text
・欠損部の状況を確認し、補修範囲を決定する。

AutoCAD SHX Text
  あとかたづけを確認する。

AutoCAD SHX Text
　清掃する。

AutoCAD SHX Text
　（７日以上）

AutoCAD SHX Text
　又は塗り付ける。

AutoCAD SHX Text
・エポキシ樹脂モルタルが硬化するまでは（２４時間以上）損傷、

AutoCAD SHX Text
　汚染のないようにし、また雨水等からも養生する。

AutoCAD SHX Text
・補修部以外の汚れを除去、清掃する。

AutoCAD SHX Text
・モルタルの仕上がり状態、硬化状態およびあとかたづけを確認する。

AutoCAD SHX Text
・表面を金ゴテ等で充分押えて、なだらかに仕上げる。

AutoCAD SHX Text
・プライマーの粘着性のあるうちに、エポキシ樹脂モルタルを

AutoCAD SHX Text
・欠損部の脆弱部分などをはつり取った後ほこり等除去して清浄で強固な

AutoCAD SHX Text
　充分押え込みながら充てんする。

AutoCAD SHX Text
・防錆のためエポキシプライマーを塗布する。刷毛で充分に浸透させながら行う。

AutoCAD SHX Text
　下地を出す。

AutoCAD SHX Text
・鉄筋が露出している場合は、錆を除去する。

AutoCAD SHX Text
・欠損部の状況を確認し、補修範囲を決定する。

AutoCAD SHX Text
清　　　　　掃

AutoCAD SHX Text
自主検査

AutoCAD SHX Text
養　　　　　生

AutoCAD SHX Text
シール材の塗布

AutoCAD SHX Text
ひび割れ部の清掃

AutoCAD SHX Text
補修範囲の確認

AutoCAD SHX Text
注入孔位置決め

AutoCAD SHX Text
孔内の清掃

AutoCAD SHX Text
計量・混練

AutoCAD SHX Text
ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂の

AutoCAD SHX Text
注入孔のせん孔

AutoCAD SHX Text
ひび割れ部の清掃

AutoCAD SHX Text
補修範囲の確認

AutoCAD SHX Text
注入用ｴﾎﾟｷｼ樹脂の

AutoCAD SHX Text
養　　　　　生

AutoCAD SHX Text
エポキシ樹脂の注入

AutoCAD SHX Text
自主検査

AutoCAD SHX Text
仕上げ

AutoCAD SHX Text
計量・混練

AutoCAD SHX Text
注入ﾊﾟｲﾌﾟの取付け

AutoCAD SHX Text
シール材の養生

AutoCAD SHX Text
孔内の清掃

AutoCAD SHX Text
シール材の充填

AutoCAD SHX Text
および混練

AutoCAD SHX Text
シール材の計量

AutoCAD SHX Text
プライマーの塗布

AutoCAD SHX Text
Ｕカット

AutoCAD SHX Text
補修範囲の確認

AutoCAD SHX Text
自主検査

AutoCAD SHX Text
清　　　　掃

AutoCAD SHX Text
養　　　　生

AutoCAD SHX Text
仕上げ

AutoCAD SHX Text
モルタルの充填

AutoCAD SHX Text
エポキシ樹脂

AutoCAD SHX Text
エポキシ樹脂

AutoCAD SHX Text
ﾓﾙﾀﾙの計量・混練

AutoCAD SHX Text
プライマー塗布

AutoCAD SHX Text
ケレン清掃

AutoCAD SHX Text
補修範囲の確認

AutoCAD SHX Text
下地処理

AutoCAD SHX Text
清　掃

AutoCAD SHX Text
自主検査

AutoCAD SHX Text
養　生

AutoCAD SHX Text
表面仕上げ

AutoCAD SHX Text
清　　　掃

AutoCAD SHX Text
自主検査

AutoCAD SHX Text
養　　　生

AutoCAD SHX Text
ﾌﾟﾗｲﾏｰの調整・塗布

AutoCAD SHX Text
補修範囲の確認

AutoCAD SHX Text
表面仕上げ

AutoCAD SHX Text
の調合・充填

AutoCAD SHX Text
下地処理

AutoCAD SHX Text
清　　　　掃

AutoCAD SHX Text
養　　　　生

AutoCAD SHX Text
自主検査

AutoCAD SHX Text
モルタルの充填

AutoCAD SHX Text
エポキシ樹脂

AutoCAD SHX Text
エポキシ樹脂

AutoCAD SHX Text
表面仕上げ

AutoCAD SHX Text
プライマー塗布

AutoCAD SHX Text
下地処理・ケレン

AutoCAD SHX Text
補修範囲の確認

AutoCAD SHX Text
シール材

AutoCAD SHX Text
パテ状エポキシ樹脂

AutoCAD SHX Text
注入パイプ（φ6 12mm）

AutoCAD SHX Text
シール材

AutoCAD SHX Text
座金

AutoCAD SHX Text
シーリング材

AutoCAD SHX Text
プライマー

AutoCAD SHX Text
ポリマーセメントモルタル

AutoCAD SHX Text
プライマー

AutoCAD SHX Text
可とう性エポキシ樹脂

AutoCAD SHX Text
プライマー塗布

AutoCAD SHX Text
エポキシ樹脂モルタル

AutoCAD SHX Text
鉄筋が露出している場合は錆の除去を行い、防錆剤を塗布する

AutoCAD SHX Text
プライマー

AutoCAD SHX Text
ポリマーセメントモルタル

AutoCAD SHX Text
エポキシ樹脂モルタル

AutoCAD SHX Text
ひび割れ

AutoCAD SHX Text
ひび割れ

AutoCAD SHX Text
ひび割れ

AutoCAD SHX Text
ひび割れ

AutoCAD SHX Text
ひび割れ

AutoCAD SHX Text
鉄筋

AutoCAD SHX Text
10mm

AutoCAD SHX Text
15 30mm

AutoCAD SHX Text
10 15mm

AutoCAD SHX Text
10 15mm

AutoCAD SHX Text
10mm

AutoCAD SHX Text
10mm

AutoCAD SHX Text
注入孔の間隔（mm）

AutoCAD SHX Text
ひび割れ幅（mm）

AutoCAD SHX Text
0.3以下

AutoCAD SHX Text
50 100

AutoCAD SHX Text
150 250

AutoCAD SHX Text
0.5 1.0

AutoCAD SHX Text
0.3 0.5

AutoCAD SHX Text
100 200

AutoCAD SHX Text
200 300

AutoCAD SHX Text
1.0以上

AutoCAD SHX Text
 マーキングする。

AutoCAD SHX Text
シール材の計量・混練

AutoCAD SHX Text
・Ａ工法：シーリング部はポリマーセメントモルタルをコンクリート表面に合わせて

AutoCAD SHX Text
ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

AutoCAD SHX Text
ﾓﾙﾀﾙの計量・混練

AutoCAD SHX Text
・主剤と硬化剤を規定量正確に計量し、充分に混練する。

AutoCAD SHX Text
          パテ状エポキシ樹脂を使用する。

AutoCAD SHX Text
・パテ状エポキシ樹脂をﾊﾟﾃﾍﾞﾗ等で幅10mm、



【アスベスト含有仕上塗材除去工事フロー図】

(1)厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課/環境省水・大気環境局大気環境課

施工範囲の確認・除去塗膜の状況確認

作業前　アスベスト粉じん濃度測定
 「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル（最新版）」（以下マニュアル）により、下記工法の併用工法とする。

湿式集塵装置付きディスクグラインダーケレン工法の準備

湿式集塵装置併用手工具ケレンまたは剥離剤併用手工具ケレン工法の準備

【アスベスト含有仕上塗材・下地調整材除去工事】

［一般部］　(ｱ)（湿式）集塵装置付きディスクグラインダーケレン工法・同時吸引式

［狭あい部］(ｲ)（湿式）集塵装置併用手工具ケレン工法または剥離剤併用手工具ケレン工法

(2)石綿除去処理工事に際しては、通常の工事と異なる側面があるため、工事の特殊性を十分確認した上で、専門業者で行うこと。ここでいう専門業者とは、

 建設技術審査証明（ (財)日本建築センター）により確立された、「石綿含有建築用仕上塗材からの石綿粉じん飛散防止処理技術」を取得している業者のことを指す。

床養生・処理プラント直下部養生(プラスチックシート0.15㎜※2重)

強力吸引装置・コンプレッサー装置の設置・試運転

エアーホース・集塵ホースのセット及び試運転

特記事項

作業中　アスベスト粉じん濃度測定

（作業初日）

(1)除去作業付近にて管理値

 を満たさない場合は、

 を行い、飛散対策とする

(2)プラント付近にて管理値

 を満たさない場合は、

 (ｱ)～(ｳ)を行う

(ｱ)飛散対策を行う

(ｳ)管理値を満たすことを確認

 隔離養生（負圧不要）

除去したアスベストの処理

 （湿式）集塵装置付きディスクグラインダーケレン工法

   で除去出来ない場合箇所は、

  湿式集塵装置併用手工具ケレン工法または剥離剤併用手工具ケレン工法

除去したアスベストの搬出

養生撤去前清掃

取り残しがないか目視にて確認

養生シートの撤去

作業後　アスベスト粉じん濃度測定

石綿含有建材・養生シート等の廃棄物の搬出

最終清掃

回収した汚泥に凝集剤を入れ、固化した後指定袋にて二重梱包

石綿含有建材の除去等作業が適切に行われたことの確認及び作業の記録(3年間保管)

作業日報(40年間保管)

(2)機材設置位置は縦に１列縦列も可能。

(1)機材設置場所から除去面の最長距離は100ｍ程度。

コンプレッサー

石綿含有

産業廃棄物

一時保管場所

処理プラント

6ｍ

4ｍ

内はこぼれ対策としてプラスチックシート等敷く

（ろ過装置直下部・ノッチタンク直下部など）

撮影

風量　

吸引圧力/真空圧　

水処理（濁水処理内容）

吸引時の排気濾過

吸引機の圧力と風量

工事計画 「特定石綿含有建材調査者」の参画を前提とする。

特記仕様項目 管理方法

-20～-25kPa

3.66m53/分

凝集剤を使用し固化

HEPAフィルター

アスベスト粉じん濃度測定 速報値で管理値（10本/L以下）を満たしていることを確認する。

撮影

撮影

臨機に仕様書提出

除去作業付近　　 1点　計6点

敷地境界　4方向各1点　計4点作業後

作業前

作業中

敷地境界　4方向各1点　計4点

敷地境界　4方向各1点

プラント設置付近 1点

測定時期 測定箇所 測定時間

240分

240分

120分

120分

240分

 合計14点

第三者機関にて測定

(4)運搬車の荷台には覆いをかけるなど飛散防止措置を講じる。

(5)除去したアスベスト含有材の処分はマニュアル基準にて適正に

(3)アスベスト含有材等の運搬車及び運搬容器は、アスベスト含有材

(2)一時保管場所はシートで覆うなどの飛散対策を講じ、アスベスト

(1)除去したアスベスト含有材等を搬出するまでの間現場に保管する

撮影

撮影

保管、運搬、処分等

除去したアスベスト等の

廃材処理

 場合は、石綿含有産業廃棄物として一定の保管場所を定め、

 他の建設副産物等と分別して保管する。

 含有材等の保管場所であることを掲示する。

 等が飛散及び流出するおそれのないものとする。

 最終処分場の一定の場所で埋め立て処分する。

(1)HEPAフィルター付き吸引装置を使用した同時吸引式工法により

（0.15mm以上）で2重梱包する。

 外気に触れることなく密閉状態で安全に集積する。

(2)集積した濁水・塗膜は凝集剤を使用し固化した後、プラスチック袋

(3)本施工は以下の項目を遵守して行うこと。

(ｲ)(ｱ)の完了後粉塵濃度測定を行う

(4)特記仕様に記載された以下の項目は施工完了後報告書として提出すること。

吸引時の排気濾過

水処理（濁水処理内容）

吸引時の圧力と風量

項目 特記仕様

吸引圧力/真空圧　

風量　

写真

写真

報告方法

-20～-25kPa

3.66m53/分

HEPAフィルター

凝集剤を使用し固化 写真

運搬、処分等

除去したアスベスト等の保管、

廃材処理

アスベスト粉じん濃度測定

(2)二重梱包状況

(1)一時保管庫での保管状況

(2)一時保管庫および看板設置状況

(3)石綿含有産業廃棄物搬出状況

(4)石綿含有産業廃棄物シート掛け状況

(5)石綿含有産業廃棄物最終処分場

写真

写真

写真

写真

写真

写真

写真

第三者機関の報告書

(1)飛散防止状況

管理値（10本/L）以下

・4.15.5 発注者への報告

・4.15.3 石綿の取り残しがないこと等の確認方法

・4.15.2 作業の記録、確認及び記録の保存

・4.15.1 作業が適切に行われたことの確認の流れ

(5)石綿含有建材の除去等作業が適切に行われたことの確認及び作業の記録

 石綿の取り残しがないこと等の確認・記録の手順として、マニュアルの4.15(p.225)に従って行う。

臨機に仕様書提出

【同時吸引式プラント設置例（平面図）】

①

②

①

（湿式）集塵装置付きディスクグラインダーケレン工法施工エリアの

内部階段及び廊下の床には養生プラスチックシートを敷きならべること。

特記事項

施

工

前

施

工

中

施

工

後

本

施

工

施

工

後

施

工

前

三浦市勤労市民センター改修工事

番　　号区　　分

ＤＥＮ‐Ａ株式会社一級建築士事務所

設計工番作成日

査図 担当

件　　名

図面名称作図 縮　尺

株式会社一級建築士事務所（県）　登録　 第１７５５４号

　　一級建築士　　（大臣）　登録　 第１７０６４２号

事務所登録

建築士登録
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アスベスト処分特記仕様書 N.S

AutoCAD SHX Text
 

AutoCAD SHX Text
 

AutoCAD SHX Text
 

AutoCAD SHX Text
 

AutoCAD SHX Text
 

AutoCAD SHX Text
 





打放し ・NM-8619(不燃)12.5㎜厚－ せっこうボードGB-R

・QM-9828(準不燃)9.5㎜厚

－ シージングせっこうボード ・NM-9639・9346（不燃）GB-S

GB-H － 普通硬質せっこうボード ・NM-1908・1139(不燃)

・NM-8615(不燃)－ 強化せっこうボードGB-F

・QM-9824(準不燃)－ 化粧せっこうボードGB-D

－ 不燃積層せっこうボード（トラバーチン模様） ・NM-0441,0296(不燃)GB-NC（T）

・NM-8599(不燃)－ ロックウール化粧吸音板DR

けいカル板 － けい酸カルシウム板（タイプ ２） ・NM-8578(不燃)

　（ 無石綿セメントけい酸カルシウム板 ）

化粧けいカル板 － 化粧けい酸カルシウム板 ・NM-8424(不燃)6㎜厚

VC ・NM-9888～9954(不燃)　－ ビニールクロス

－ コンクリート打放し仕上げ

UF材 － 現場発泡吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材

GW-B／GC － グラスウールボード ガラスクロス張り

EP － 合成樹脂エマルションペイント塗り

軟V － ビニール巾木

M － モルタル

EP-G － つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

・QM-9826(準不燃)

・QM-9501～9571(準不燃)

RW － ロックウール吹付

SOP － 合成樹脂調合ペイント塗り

CL － クリヤラッカー塗り

NAD － アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

DP － DP

OS － オイルステイン塗り

WP － 木材保護塗料塗り

UC － ウレタン樹脂ワニス塗り

LE － 木部ラッカーエナメル

PF材 － 押出法ポリスチレンフォーム保温板

凡例

LVS － 長尺塩ビシート

A防水 － アスファルト防水

改A防水 － 改質アスファルトシート防水

P防水 － 塗膜防水

S防水 － シート防水

天井仕上

特記なき限りあと施工アンカ－は拡張ＡＢとする。

幅木

改修に伴う撤去の範囲は最小限に止めるものとする。撤去の範囲

一般事項

一般図参照のこと。

仕上の記入 仕上が２種類以上ある場合の各仕上と適用範囲は 特記なき、柱及び梁の仕上は当該各室の

壁仕上及び天井仕上による。

仕上表には、各室の代表的な仕上が記入されている。

柱，梁の

補修の方法
破損箇所の補修は既存仕上にならい補修する。

特記なき部分の模様替に伴う補修及び、

特記なき限り内装材料は、ホルムアルデヒド

特記なき限り〈3-01-4〉による。

特記なき限り〈2-11-1〉h＝100とする。放散等級がＦ☆☆☆☆を使用する。
内装仕上材料

仕上げ

あと施工

アンカ－

〈　　〉…国交省営繕部監修　建築工事標準詳細図

階 室名

内　部　仕　上　表

1階

床 巾木 天井 廻り縁
備考

改修前 改修後

事務室 -

改修前 改修後 改修前 改修後

壁

改修前 改修後 改修前 改修後

高齢者職業相談室

ギャラリー

ホール

和室

料理講習室

大会議室

放送室

舞台

控室

洗面所

男子・女子便所

身障者便所

湯沸室

談話室

健康管理室

便所

ホール

階段室

廊下

ホール

会議室

H=100 H=100 [（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC〈*〉]

撤去

既存のまま [（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC]

新設

[DR ｔ9〈*〉]撤去 [DR t9]新設

[DR t9〈*〉 捨貼：GB-R t9〈*〉]撤去 [DR t9 捨貼：GB-R t9.5]新設

[DR t15 リブ付き t9〈*〉

捨貼：GB-R t9〈*〉]撤去

[DR t9 捨貼：GB-R t9.5]新設

[（板畳）、下地板t15+畳敷]撤去

踏込：既存のまま

[（板畳）、下地板t15+畳敷]新設

踏込：既存のまま

[LVS t2.5〈*〉]撤去 [LVS t2.5]新設

[LVS t2.5〈*〉]撤去 [LVS t2.5]新設

[（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC〈*〉]

撤去、[（GB-R t12.5）+VC〈*〉]撤去

[（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC]

新設、[（GB-R t12.5）+VC]新設

[（GB-R t12.5）+VC〈*〉]撤去 [（GB-R t12.5）+VC]新設

[（M金ゴテ）弾性吹付タイル〈*〉]撤去 [（M金ゴテ）EP塗装]新設

[DR t15 リブ付き t9〈*〉

捨貼：GB-R t9〈*〉]撤去

[DR t9 捨貼：GB-R t9.5]新設

既存のまま -

[塩ビ]撤去

[塩ビ]撤去

[塩ビ]撤去

[塩ビ]撤去

[塩ビ]撤去

[塩ビ]撤去

[塩ビ]撤去

[塩ビ]撤去

[塩ビ]撤去

[塩ビ]新設

[塩ビ]新設

[塩ビ]新設

[塩ビ]新設

[塩ビ]新設

[塩ビ]新設

[塩ビ]新設

[塩ビ]新設

[塩ビ]新設

-
既存のまま H=100 H=100

-
既存のまま

-
既存のまま

-
既存のまま

既存のまま

既存のまま

-

-

-

-

-

-

既存のまま
-- -

-
既存のまま [（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC〈*〉]

撤去、[（GB-R t12.5）+VC〈*〉]撤去

[（発砲ポリウレタン+GB-Rt20複合板）+VC]新

設、[（GB-R t12.5）+VC]新設

[DR t9〈*〉 捨貼：GB-R t9〈*〉]撤去 [DR t9 捨貼：GB-R t9.5]新設

-
既存のまま

-
既存のまま

-
既存のまま

-
既存のまま

H=100 H=100

H=100 H=100

H=100 H=100

H=100 H=100

H=100 H=100

H=100 H=100 -
既存のまま 既存のまま

--
既存のまま

[（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC〈*〉]

撤去

[（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC]

新設

[（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC〈*〉]

撤去

[（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC]

新設

[（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC〈*〉]

撤去

[（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC]

新設

-
既存のまま H=100 H=100 [（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC〈*〉]

撤去

[（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC]

新設

[DR t15 リブ付き t9〈*〉

捨貼：GB-R t9〈*〉]撤去

[DR t9 捨貼：GB-R t9.5]新設

-
既存のまま H=100 H=100 [（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC〈*〉]

撤去

[（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC]

新設

[DR t9〈*〉 捨貼：GB-R t9〈*〉]撤去 [DR t9 捨貼：GB-R t9.5]新設

-
既存のまま H=100 H=100 [（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC〈*〉]

撤去

[（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC]

新設

[DR t9〈*〉 捨貼：GB-R t9〈*〉]撤去 [DR t9 捨貼：GB-R t9.5]新設

[DR t15 リブ付き t9〈*〉

捨貼：GB-R t9〈*〉]撤去

[DR t9 捨貼：GB-R t9.5]新設

[LVS t2.5〈*〉]撤去 [LVS t2.5]新設

［（M金ゴテ目地

分）VE塗装］撤去

H=100
［（M金ゴテ目地

分）EP塗装］新設

H=100

H=100 H=100

柱型

改修前 改修後

[（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC〈*〉]

撤去

[（発砲ポリウレタン+GB-R t20複合板）+VC]

新設

既存のまま

既存のまま

-

-

[（M金ゴテ）+VC〈*〉]撤去 [（M金ゴテ）+VC]新設

[（M金ゴテ）+VC〈*〉]撤去 [（M金ゴテ）+VC]新設

[（M金ゴテ）+VC〈*〉]撤去 [（M金ゴテ）+VC]新設

[（M金ゴテ）+VC〈*〉]撤去 [（M金ゴテ）+VC]新設

[（M金ゴテ）+VC〈*〉]撤去 [（M金ゴテ）+VC]新設

[（M金ゴテ）+VC〈*〉]撤去 [（M金ゴテ）+VC]新設

[（M金ゴテ）+VC〈*〉]撤去 [（M金ゴテ）+VC]新設

[（M金ゴテ）+VC〈*〉]撤去 [（M金ゴテ）+VC]新設

[（M金ゴテ）+VC〈*〉]撤去 [（M金ゴテ）+VC]新設

2階

3階

共通

[（M金ゴテ）弾性吹付タイル〈*〉]撤去 [（M金ゴテ）EP塗装]新設

[（M金ゴテ）弾性吹付タイル〈*〉]撤去 [（M金ゴテ）EP塗装]新設

[（M金ゴテ）弾性吹付タイル〈*〉]撤去 [（M金ゴテ）EP塗装]新設

別紙参照

別紙参照

別紙参照

別紙参照

[DR t9〈*〉]撤去 [DR t9]新設

[DR t15 ﾘﾌﾞ付き t9〈*〉　捨貼：GB-R t9〈*〉]撤去

[光天井（ｱｸﾘﾙ板及び枠）]取外

[DR t15 ﾘﾌﾞ付き t9 捨貼：GB-R t9.5]新設

［光天井（アクリル板及び枠）］再取付

[GB-D t9〈*〉（LGS含む）]撤去 [GB-R t9.5（LGS含む）+VC]新設

[DR t9〈*〉 捨貼：GB-R t9〈*〉（一部LGS含む）]

撤去

一部[DR t9、 捨貼：GB-R t9.5（一部LGS含む）]

新設

[塩ビ]撤去 [塩ビ]新設

[軟V]撤去

[軟V]撤去

[軟V]撤去

[軟V]撤去

[軟V]撤去

[軟V]撤去

[軟V]撤去

[軟V]撤去

[軟V]撤去

[軟V]撤去

[軟V]撤去

[軟V撤去

[軟V]新設

[軟V]新設

[軟V]新設

[軟V]新設

[軟V]新設

[軟V]新設

[軟V]新設

[軟V]新設

[軟V]新設

[軟V]新設

[軟V]新設

[軟V]新設

[塩ビ]撤去 [塩ビ]新設

[塩ビ]撤去 [塩ビ]新設

[塩ビ]撤去 [塩ビ]新設

[塩ビ]撤去 [塩ビ]新設

[塩ビ]撤去 [塩ビ]新設

ピクチャーレール撤去・新設

ピクチャーレール撤去・新設

ピクチャーレール撤去・新設

[DR t9〈*〉]撤去 [DR t9]新設

[フレキシブルボード t5〈*〉+VC]撤去 [フレキシブルボード t5〈*〉+VC]新設

[DR t9〈*〉]撤去 [DR t9]新設

H=100 H=100[軟V]撤去 [軟V]新設

H=100 H=100[軟V]撤去 [軟V]新設

点字タイル撤去・新設

塩ビ手摺：取外・再取付

塩ビ手摺：取外・再取付

壁面保護材及び塩ビ手摺：取外・再取付

既存のまま -

[LVS t2.5〈*〉]撤去 [LVS t2.5]新設

[LVS t2.5〈*〉]撤去 [LVS t2.5]新設

[LVS t2.5〈*〉]撤去 [LVS t2.5]新設

外　部　仕　上　表

　改　修　前 　改　修　後（仕様は特記及びA-20による）部　位

［（コンクリートタッピング押えの上）　S防水 t2.5］撤去

［（コンクリートタッピング押えの上改A防水 t2.5）］笠木及び立ち上がりのみ撤去

PS,DS屋根：［防水M金ゴテ押え］撤去

［（小口窯変タイル貼）］

［（打放し）下地調整の上　エポキシ系吹付タイル］撤去

屋根

外壁、柱型、梁型

外巾木

屋上手摺

バルコニー

軒裏

ルーフドレン

部　位

竪樋

樋受桝

建具

外階段A

外階段B

　改　修　前 　改　修　後

［（コンクリートタッピング押えの上）　改A防水］新設

［（コンクリートタッピング押えの上改A防水 t4）改A防水］かぶせ工法にて新設

PS,DS屋根：［ウレタンP防水］新設

［（小口窯変タイル貼）］高圧洗浄

［（打放し）下地調整の上　吹付タイル］新設

［（小口窯変タイル貼）］

［（打放し）下地調整の上　エポキシ系吹付タイル］撤去

［（小口窯変タイル貼）］高圧洗浄

［（打放し）下地調整の上　吹付タイル］新設

清掃

床：既存のまま、　巾木：既存のまま

内腰壁：［（打放し）下地調整の上　エポキシ系吹付タイル］撤去

床：高圧洗浄、　巾木：高圧洗浄

内腰壁：［（打放し）下地調整の上　吹付タイル］新設

［（打放し）下地調整の上　アクリルリシン吹付］撤去、

［フレキシブルボード t5　目透かし　V.E　LGS含む］撤去、［（小口窯変タイル貼り）］

［（打放し）下地調整の上　吹付タイル］新設

［フレキシブルボード t5　目透かし　DP塗装　LGS含む］新設、［（小口窯変タイル貼り）］高圧洗浄

［（タテ型ルーフドレン100Φ、75Φ）］

［（横引きルーフドレン100Φ、75Φ）］

既存のまま -

踏込・踏面：既存のまま

手摺壁：［（打放し）下地調整の上　エポキシ吹付タイル］撤去

踏込・踏面：-

手摺壁：［（打放し）下地調整の上　吹付タイル］新設

［（タテ型ルーフドレン100Φ、75Φ） 改修用ドレン］新設

［（横引きルーフドレン100Φ、75Φ) 改修用ドレン］新設

既存のまま 建具表による既存のまま

[（VP管100Φ、75Φ）]DP塗装、　［（塩化ビニールライニング鋼管75Φ）］DP塗装

樋受金物：既存のまま

既存のまま

踏込・踏面：既存のまま

手摺壁：［（打放し）下地調整の上　エポキシ吹付タイル］撤去

踏込・踏面：-

手摺壁：［（打放し）下地調整の上　吹付タイル］新設

三浦市勤労市民センター改修工事

番　　号区　　分

ＤＥＮ‐Ａ株式会社一級建築士事務所

設計工番作成日

査図 担当

件　　名

図面名称作図 縮　尺

株式会社一級建築士事務所（県）　登録　 第１７５５４号

　　一級建築士　　（大臣）　登録　 第１７０６４２号

事務所登録

建築士登録

田中　克樹

A-12

改修前後仕上表 N.S

※（）内の仕様は既存利用の仕様を示す。

〈*〉：撤去する既存のアスベスト含有建材（ボード類は見込み）とする。

※天井：既存LGSの撤去・新設・既存利用については天井伏図による。
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<*>：アスベスト含有建材を含む仕上げの撤去を示す

壁：仕上げ<*>撤去

巾木：撤去

床：仕上げ<*>撤去

壁：仕上げ<*>撤去
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床：仕上げ<*>撤去

室名サイン：既存撤去のうえ、新設（改修範囲外含め全部屋共通）

            アクリル t5(乳白色)　点字サイン付き
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三浦市勤労市民センター改修工事

番　　号区　　分

ＤＥＮ‐Ａ株式会社一級建築士事務所

設計工番作成日

査図 担当

件　　名

図面名称作図 縮　尺

株式会社一級建築士事務所（県）　登録　 第１７５５４号

　　一級建築士　　（大臣）　登録　 第１７０６４２号

事務所登録

建築士登録

田中　克樹

A-13

1階平面図（改修後・前）
S=1/100(A1)

S=1/200(A3)

仕上げの仕様は、仕上表【A-12】及び特記仕様材料表【A-20】を参照とする。
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壁：仕上げ新設

巾木：新設
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巾木：新設
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床：仕上げ新設

床：仕上げ新設

床：仕上げ新設

床：仕上げ新設

室名サイン：既存撤去のうえ、新設（改修範囲外含め全部屋共通）

            アクリル t5(乳白色)　点字サイン付き
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番　　号区　　分

ＤＥＮ‐Ａ株式会社一級建築士事務所

設計工番作成日

査図 担当

件　　名

図面名称作図 縮　尺

株式会社一級建築士事務所（県）　登録　 第１７５５４号

　　一級建築士　　（大臣）　登録　 第１７０６４２号

事務所登録

建築士登録

田中　克樹

A-14

2階平面図（改修後・前）
S=1/100(A1)

S=1/200(A3)

仕上げの仕様は、仕上表【A-12】及び特記仕様材料表【A-20】を参照とする。
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防水立ち上がり：防水押えアルミ金物：新設

防水立ち上がり：防水押えアルミ金物：新設

床：仕上げ新設
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<*>：アスベスト含有建材を含む仕上げの撤去を示す

壁：仕上げ<*>撤去

床：仕上げ<*>撤去

室名サイン：既存撤去のうえ、新設（改修範囲外含め全部屋共通）
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3階平面図（改修後・前）
S=1/100(A1)
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仕上げの仕様は、仕上表【A-12】及び特記仕様材料表【A-20】を参照とする。
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<*>：アスベスト含有建材を含む仕上げの撤去を示す
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健康管理室上部

ドーム　1200×1200：新設<A-34>

横引きルーフドレン100φ用

改修用ドレン及びドレンキャップ：新設

防水立ち上がり：防水押えアルミ金物：新設

防水立ち上がり：防水押えアルミ金物：新設

鋼製ステップ：新設<A-33>

立ち上がり壁面：モルタル補修

防水立ち上がり（アゴ有り）　　　

：防水押えアルミ金物　新設

頂部及び側面防水押えアルミ金物：新設

鋼製ステップ：新設<A-33>

防水立ち上がり：防水押えアルミ金物：新設

勾配可変アルミ笠木：新設

PS・DS屋根：ウレタンP塗膜防水

屋根：改A防水：新設

清

立ち上がり壁面：モルタル補修

防水立ち上がり（アゴ有り）　　　

：防水押えアルミ金物　新設

アルミ笠木：新設<A-33>

設備基礎：新設<A-35>

水平アルミ笠木：新設
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R階平面図（改修後・前）
S=1/100(A1)

S=1/200(A3)

仕上げの仕様は、仕上表【A-12】及び特記仕様材料表【A-20】を参照とする。
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1階   天井伏図（改修後）

天井：新設

廻縁：新設

ピクチャーレール：新設

天井：新設

廻縁：新設
事務室

相談室

ギャラリー

ホール

風除室

CH=2600

CH=2600

CH=2600

CH=2600

CH=2600

軒天：仕上げ新設 軒天：仕上げ新設

天井：新設

廻縁：新設

ピクチャーレール LGS撤去・新設範囲

ブラインドボックス

暗幕ボックス

※天井LGSの撤去・新設を伴う改修範囲は凡例によるものとする。

　それ以外の範囲は仕上げのみの撤去新設とする。

※改修対象の窓や部屋にある各ブラインド及び暗幕の取外し再取付を見込むこと。
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天井：仕上げ<*>撤去
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ピクチャーレール：撤去

天井：仕上げ<*>撤去
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<*>：アスベスト含有建材を含む仕上げの撤去を示す
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天井の改修範囲にある天井点検口(450角)は新設とする。

改修後

DR t9、捨張:GB-R t9.5

DRﾘﾌﾞ付きt15、捨張:GB-R t9.5

GB-D t9.5  VC貼（目透）

ｱｸﾘﾙ光天井 t5

VC貼下地ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ（突付）t5

DR t9（直貼）
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小口窯変タイル貼S
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ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞV.Eｽﾃｯﾌﾟﾙ仕上（突付）t5DR t9、捨張:GB-R t9

DRﾘﾌﾞ付きt12、捨張:GB-R t9（軒天用）

DRﾘﾌﾞ付きt15、捨張:GB-R t9

GB-D t9(杉柾ﾌﾟﾘﾝﾄ) （目透）

GB-D t9 

ｱｸﾘﾙ光天井 t5

ﾗﾜﾝ合板 t4   T-1

VC貼下地ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ（突付）t5

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ t30　打込

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ

弾性吹付ﾀｲﾙ

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ(ﾛｰﾙﾀｲﾌﾟ) t40

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ t50
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DR t9（直貼）

天井の改修範囲にある天井点検口（450角）は撤去とする。

改修前
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設計工番作成日
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図面名称作図 縮　尺

株式会社一級建築士事務所（県）　登録　 第１７５５４号
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事務所登録
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A-17

1階天井伏図（改修後・前）
S=1/100(A1)

S=1/200(A3)

仕上げの仕様は、仕上表【A-12】及び特記仕様材料表【A-20】を参照とする。
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2階   天井伏図（改修前）

ピクチャーレール：撤去

天井：仕上げ<*>撤去
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2階   天井伏図（改修後）

ピクチャーレール：新設

天井：新設

廻縁：新設

天井：新設

廻縁：新設

下がり壁：新設

見切り材：新設

放送室 控室

湯沸室

ホール

和室

調理演習室

大会議室

廊下

CH=2450

CH=2600

CH=2900

CH=2500

CH=3100

CH=3100 CH=3100

CH=2500

軒天：新設 軒天：新設

天井：新設

廻縁：新設

天井：新設

廻縁：新設

天井：アクリル及びスチール枠

再取付

天井：新設

ピクチャーレール LGS撤去・新設範囲

ブラインドボックス

暗幕ボックス

※天井LGSの撤去・新設を伴う改修範囲は凡例によるものとする。

　それ以外の範囲は仕上げのみの撤去新設とする。

※改修対象の窓や部屋にある各ブラインド及び暗幕の取外し再取付を見込むこと。
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天井の改修範囲にある天井点検口(450角)は新設とする。

改修後

DR t9、捨張:GB-R t9.5

DRﾘﾌﾞ付きt15、捨張:GB-R t9.5

GB-D t9.5  VC貼（目透）

ｱｸﾘﾙ光天井 t5

VC貼下地ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ（突付）t5

DR t9（直貼）
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DRﾘﾌﾞ付きt12、捨張:GB-R t9（軒天用）

DRﾘﾌﾞ付きt15、捨張:GB-R t9

GB-D t9(杉柾ﾌﾟﾘﾝﾄ) （目透）

GB-D t9 

ｱｸﾘﾙ光天井 t5

ﾗﾜﾝ合板 t4   T-1

VC貼下地ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ（突付）t5

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ t30　打込

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ

弾性吹付ﾀｲﾙ
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天井の改修範囲にある天井点検口（450角）は撤去とする。

改修前
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設計工番作成日

査図 担当
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図面名称作図 縮　尺
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2階天井伏図（改修後・前）
S=1/100(A1)

S=1/200(A3)

仕上げの仕様は、仕上表【A-12】及び特記仕様材料表【A-20】を参照とする。
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4,000 4,000

9
0
0

1
,8

0
0

4
,7

0
0

600

1
,7

5
0

1
,7

5
0

2
,5

0
0

600

2,200 1,800

天井：新設
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天井：新設

廻縁：新設

スライディングウォール及び

そのレールは既存利用

天井：新設

廻縁：新設

下がり壁：アクリル板 t5 再取付

談話室

会議室

健康管理室

廊下

ホール

CH=2700

CH=2500

CH=2500

CH=2500

CH=2600

トップライト部下がり壁：新設

ピクチャーレール：新設

ピクチャーレール LGS撤去・新設範囲

ブラインドボックス

暗幕ボックス

※天井LGSの撤去・新設を伴う改修範囲は凡例によるものとする。

　それ以外の範囲は仕上げのみの撤去新設とする。

※改修対象の窓や部屋にある各ブラインド及び暗幕の取外し再取付を見込むこと。
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そのレールは残置

天井：仕上げ<*>撤去
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<*>：アスベスト含有建材を含む仕上げの撤去を示す

記号 名称

A

B

C

D

E

F

G

H

I

天井の改修範囲にある天井点検口(450角)は新設とする。

改修後

DR t9、捨張:GB-R t9.5

DRﾘﾌﾞ付きt15、捨張:GB-R t9.5

GB-D t9.5  VC貼（目透）

ｱｸﾘﾙ光天井 t5

VC貼下地ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ（突付）t5

DR t9（直貼）

記号 名称

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞDP塗装(目透)t5

吹付ﾀｲﾙ

吹付ﾀｲﾙ

J

K

L

M

N

O

P

R

小口窯変タイル貼S

記号 名称 記号 名称

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞV.E(目透)t5

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞV.Eｽﾃｯﾌﾟﾙ仕上（突付）t5DR t9、捨張:GB-R t9

DRﾘﾌﾞ付きt12、捨張:GB-R t9（軒天用）

DRﾘﾌﾞ付きt15、捨張:GB-R t9

GB-D t9(杉柾ﾌﾟﾘﾝﾄ) （目透）

GB-D t9 

ｱｸﾘﾙ光天井 t5

ﾗﾜﾝ合板 t4   T-1

VC貼下地ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ（突付）t5

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ t30　打込

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ

弾性吹付ﾀｲﾙ

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ(ﾛｰﾙﾀｲﾌﾟ) t40

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ t50

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O

P

R

DR t9（直貼）

天井の改修範囲にある天井点検口（450角）は撤去とする。

改修前

小口窯変タイル貼S

三浦市勤労市民センター改修工事

番　　号区　　分

ＤＥＮ‐Ａ株式会社一級建築士事務所

設計工番作成日

査図 担当

件　　名

図面名称作図 縮　尺

株式会社一級建築士事務所（県）　登録　 第１７５５４号

　　一級建築士　　（大臣）　登録　 第１７０６４２号

事務所登録

建築士登録

田中　克樹

A-19

3階天井伏図（改修後・前）
S=1/100(A1)

S=1/200(A3)

仕上げの仕様は、仕上表【A-12】及び特記仕様材料表【A-20】を参照とする。
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建具関連共通事項　　　 （下記事項は共通とする。ただし、これと異なる表示のある場合を除く）

一般共通

1) 建具工事及びガラス工事のシーリングについては、特記仕様書による。

2) 本建具表になき建具及び無記入の項については詳細図等、別図による。

3) 建具下枠の仕上天端とスラブにレベル差がある時（OAフロア等）は、下枠をスラブまで立下げること。

4) 強化ガラス戸のガラス厚は、特記なき限りｔ１２とする。

5) 扉の大きさ、自重に応じた支持金物とし、ねじれが生じないよう適宜補強材で補うこと。

6) 建具寸法（W x H）は特記なき限り、枠内有効寸法とする．

7) 扉開き勝手は建具キープランによる。

8) 建具仕上げは特記なき限り、内部鋼製建具SOP、外部鋼製建具低汚染型フッ素樹脂現場塗装、ステンレ

ス建具バイブレーション、アルミ製建具二次電解着色（ファインマット）とする。

（本表は、本工事に用いる建具を一括して表す。戸棚、カウンター、便所ブース
凡例　　　

締り金物

（建具表の特記金物欄に記載のない建具金物は以下による。）

形式

1　標準建具金物

 支持金物　 備考

戸当り、ＤＣ（ストッパーなし）ＣＬＰＨ両・片開き戸

戸当り、押棒、フランス落し（両開きのみ）

フランス落し（両開きのみ）ガラリ部：防火ダンパー（ガラリ付常閉防火設備）

（煙感・熱感連動自閉式　

両・片開き自由戸

（一般部）

両・片開き戸

トップピボット

ＦＨ ＤＬ

ＨＣ －

召合せ部モヘア（両開きのみ）

電磁レリーズ一式、彫込引手

フランス落し（両開きのみ）、順位調整器（両開きのみ）

フランス落し（両開きのみ）、順位調整器（両開きのみ）

順位調整器（両開きのみ）、AT用エッジ金物、

枠四方クロロプレンゴム入り、扉内ロックウール充填
（AT戸）

（常閉防火設備　

両・片開き戸

両・片開き戸

両・片開き戸

（一般戸・SAT戸）

（本締り錠付）

ＰＨ 空錠

Ｈ

（外部はＨ）

ＰＨ

ＧＬ

ＣＬ

戸当り、ＤＣ（ストッパーなし）

あおり止め付戸当り、ＤＣ

戸当り、DC(ストッパーなし)、フランス落し(両開きのみ)、

両・片開き強化ガラス戸

両・片開き片面

（一般部）

（木製も同じ）

片引き戸 シリンダー引戸錠

付属金物

ＦＨ

トップピボット

ＤＬ

ドアハンガー

軸吊りヒンジ

戸当り、押棒

引戸用ＤＣ（ストッパー付）、引手

内倒し・外倒し窓

内開き・外開き窓

竪辷り・横辷り出し窓

カムラッチハンドル

カムラッチハンドル

Ｈ トップラッチ

フリクションステー

Ｈ

アーム

アームストッパー（あおり止め）

引違い・

（または引寄せハンドル）

戸車・レール クレセント 引手

竪軸回転窓

（排煙窓）

外倒し・突出し窓

グレモンハンドルヒンジ上下

Ｈ －

調整器（ステー）

ステーダンパー、オペレーター

片引き・ ＤＬ、Ｅ オートドア標準金物一式（赤外線センサー）

付属金物

ドアハンガー

キーロット用取外しハンドル、アームストッパーキーロット

フランス落し（両開きのみ）

一般戸・SAT戸）

鋼製開き戸

枠タイプ

 その他これに類する建具は詳細図によるものとし、本表に含まない。）

引分けオートドア

片引き戸および窓

フラッシュ戸

（小型点検口）

一般戸・SAT戸）

25

壁厚 1010

25

2
5

壁厚－２５

1
5

H

45

25

壁
厚
-
2
5

1
5

壁
厚

1
0

4
5

W

15

2
5

1
0

25

壁
厚
+
2
0

2
5

鋼製建具

1) 沓摺の材質・仕上はＳＵＳ製t2.0 ＨＬ仕上とする。

2) 特記なき限り外部に面する建具はSAT型とし、三方枠、沓摺はクロロプレンゴム入り（面タッチ）と

する。

3) 外部に面する鋼製建具で上部に庇のない場合には、水切板（SUS製 t=2.0  D=20  W=枠幅  HL仕

上）を設ける。

4) 外部に面する鋼製戸枠および防水層のある厨房出入口等は、戸および三方枠の下枠から500mmの範囲を下地と

もSUS製（塗装）とする。

5) 外部に面する鋼製建具枠・扉はロックウール（24ｋｇ/ｍ3）充填とする。

6) 両開き、親子開きの防火戸は、順位調整器（隠蔽式）付とする。

7) PS,DS,EPSの小型点検口は、特記なき限り幅木上付とし、軸吊りヒンジとする。

8) 扉厚は特記なき限り40mmとする。

9) ステンレス建具の曲げ加工は角だしとする。

10) H=2,500を超える建具は枠の板厚を2.3mm以上とすること。

建具金物

1) 特記なき限りケースロックとし、片面シリンダー、片面サムターンとするが、オペレーション上の検

討を加えて決定する。

2) 錠前のバックセットは、握玉の時は76mm、レバーハンドルの時は64mmとする。

3) 大型鋼製建具の丁番は戸重量に見合う大型丁番及び枚数にすること。

4) 特記なき限り、ドアクローザー（標準型またはパラレル型とし、指定色塗装とする）及びあおり止め

付戸当りを設ける。

5) 扉は原則として戸当り（巾木付）・ストップ装置（外部扉のあおり止め）付きとする。

6) 特記なき限りレバーハンドル錠とする。

7) 大型ガラスには衝突防止金物を設置。

8) 両開き・親子扉は、フランス落し・順位調整機付（隠ぺい式）とする。

9) 避難経路に設置されている両開き・親子扉には、自動フラッシュボルト（隠蔽型枠形状）を使用す

る。

10) フロアヒンジのフロアプレートは床材同仕上とする。

11) シリンダー錠はピンシリンダーとする。

12) 引戸は、自閉装置付とする。

建具下部補強図(2重床取合い部)

床仕上面

スラブ面

建具枠見え係り

壁と同仕様

C-60×30×10×2.3

隙間：ロックウール充填

注：本図は防火区画の箇所を示すが、他の箇所も本図を準用する。

空錠OM

表示錠IM

AC アクリル樹脂板

PC ポリカーボネート樹脂板

HH 隠し丁番

AP アルミ製スクリーン

TS 耐火スクリーン

WＦ 木製三方（一・二・四方）枠

AD アルミ製戸

SSG ステンレス製ガラリ

SSＦ ステンレス製三方（一・二・四方）枠

SＦ

FＵ ふすま

AG

SJ

SG 鋼製ガラリ

障子

アルミ製ガラリ

鋼製三方（一・二・四方）枠

EC 電解着色に依る陽極酸化皮膜仕上

GCW ガラスカーテンウォール

ＴＷ

LS

SS

ＴＤ

軽量シャッター

重量シャッター

強化ガラス窓

強化ガラス戸

GS

SSP

SLW

OSD

スライディングウォール

オーバースライディングドア

グリルシャッタ -

ステンレス製スクリーン

SW

AW

SSW

ACW

SCW

SD

LSD

SFD

SSD

2　建具の種類と符号

鋼製戸

鋼製防火戸（常開）

鋼製軽量戸

ステンレス製戸

WD 木製戸

鋼製窓

鋼製カーテンウォール

アルミ製カーテンウォール

アルミ製窓

ステンレス製窓

符号                 名称

（煙感連動自閉式）

（煙感・熱感又は煙感自閉式）

（煙熱複合感知連動自閉式）

特定防火設備

煙特

煙防

戸

シャッター

戸

シャッター

複特

複防

特定防火設備 （煙感連動自閉式）

建築基準法第２条第９号ニ、ロに規定する防火設備

建築基準法第２条第９号ニ、ロに規定する防火設備

特定防火設備 （煙熱複合感知連動自閉式）

建築基準法第２条第９号ニ、ロに規定する防火設備

（煙感・熱感又は煙感自閉式）

AWL

FTP

AWC 網入熱線吸収ガラス（防）

線入熱線吸収ガラス

耐熱強化ガラス（特定防火設備認定品）

程    度    の    種    類

D

Le

B-AE

複層ガラス（Ａ：空気層）

アクリル樹脂エナメル焼付

Low-Eガラス

FE

B-FUE

CH ケースハンドル錠

フッ素樹脂エナメル焼付

フタル酸樹脂エナメル

B-UE ポリウレタン樹脂エナメル焼付

符号               名称

3　防火性能の種類と符号

網

特

防

不

熱特

熱防

建築基準法第２条第９号ニ、ロに規定する防火設備

建築基準法第２条第９号ニ、ロに規定する防火設備

4　気密性能の種類と符号

特定防火設備 （熱感連動自閉式）

建築基準法第２条第９号ニ、ロに規定する防火設備

特定防火設備 （常時閉鎖式又は随時閉鎖式）

常時閉鎖式不燃扉

L

GB

HS

SAT

PAT

AT

F

HFL

FL フロートガラス

型板ガラス

熱線吸収ガラス

5　ガラスの種類と符号

気密性はJIS等級のA-3（８等級線）とする。遮音性はJIS等級のT-2とする。

符号

PWL

PWC

FWL

FWC

SOP

CFL

HCFL

TP

RFL

木W

高性能熱線反射ガラス

強化ガラス

熱線吸収反射ガラス

熱線反射ガラス

6　材質仕上の種類と符号

AEP

LC

OS

H 丁番

AL

SUS

HL

FH DC ドアクローザーフロアヒンジ

7　金物の種類と符号

アルミ

ヘアライン

ステンレス

スチールS VEP

線入型板ガラス

倍強度ガラス

網入型板ガラス（防）

網入透明ガラス（防）

合せガラス（防犯）

線入透明ガラス

ガラスブロック

（熱感連動自閉式）

ATの性能を上回る建具で、気密性、遮音性、その他仕様は特記による。

気密性はJIS等級のA-4（２等級線）とする。遮音性はJIS等級のT-3とする。

（網入ガラス）

（常時閉鎖式）

酢酸ビニル系合成樹脂エマルションペイント

アクリル系合成樹脂エマルションペイント

オイルステイン

クリアラッカー

合成樹脂調合ペイント

E 電気錠

MＬ

ＤMＬ 本締錠付モノロック

モノロック

ケースロックＣＬ

PH ピボットヒンジ

WP 木材保護自然塗料

TPL 強化合せガラス

SSTD ステンレス製自動扉

SP スチールパーティション

FC 耐熱ガラス PVB 遮音膜（ポリビニルブチラール）（単位：ミル）

SSS ステンレス製シャッタ -

DP 耐侯性塗料

Xに下記の文字を入れる
新設建具

建具の表示

撤去建具

改修建具

（片面塗装替は工事対象室側とする）

片塗：片面塗装替建具

塗：両面塗装替建具

再：再利用建具

改修建具等の表示

改修内容

Ｘ
ｎ

ｎ

清：清掃建具

改：改造建具

移：移設建具

名称・称号 品種・規格・寸法など 備考（同等品） 名称・称号 品種・規格・寸法など 備考（同等品）

防水工事 ユニット及びその他の工事

改質アスファルト

シート防水

砂付き仕上げ

厚み：約4㎜

常温粘着工法

田島ルーフィング

改質アスファルトシート防水　常温

粘着工法　ガムクールGCS-2S

ピクチャーレール
天井埋め込み、ホワイト

耐荷重30kg

TOSOピクチャーレールT-2N

ホワイト

アルミ笠木
勾配可変

2次電解着色クリア(つや消し)
ABC商会　アルウィトラジャイロ 下がり壁見切り ビニル製

創建　ビニル見切り縁

FCX－10M

アルミ笠木
オープンジョイント

2次電解着色クリア(つや消し)
ABC商会　アルウィトラRD-A 廻縁 ビニル製

創建　ビニル見切り縁

TV-609

頂部防水押え金物
現場にて勾配調整

アルミ　陽極酸化塗装複合皮膜

田島ルーフィング

シングルエッジS
鋼製ステップ用基礎 金属製　あと基礎

サンコーテクノ

あと基礎アンカー低床型AKD66

防水立ち上がり

押え金物
アルミ　陽極酸化塗装複合皮膜

田島ルーフィング

VTアングル
ポストフォームカウンター メラミン　W150 アイカ　アイカウィルテクト

防水立ち上がり

押え金物（アゴ有り）
アルミ　陽極酸化塗装複合皮膜

田島ルーフィング

VTトップ、VTライン
ノンスリップ

アルミ製　アルマイト処理

ビニルタイヤ有

ナカ工業　ハイステップスリム

ノンスリップ　NAP-40S

改修用ドレン 銅製
田島ルーフィング

リーフドレンZ　たて・横
点字タイル

ポリウレタン樹脂

300mm×300㎜

ナカ工業　ガイドステップTタイプ点

字タイルNPD-Y

ドレンキャップ
改修用ドレン専用

アルミダイキャスト製

田島ルーフィング

リーフドレンキャップZたて、横
L型手摺 抗菌仕様　φ34

TOTO　多用途用/腰掛便器用手すり

（固定式）

脱気装置 ステンレス製
田島ルーフィング

ステンレスベーパスNⅡ

ウレタン塗膜防水
厚み：約2㎜

メッシュフリー

田島ルーフィング　高靭性環境対応

型ウレタン塗膜防水 GO-JIN

外壁改修工事

吹付タイル アクリルゴム系弾性タイル
エスケー化研

レナフレンド
内装工事

上塗り材
超低汚染型水性アクリルシリコン樹

脂塗料

エスケー化研

水性弾性セラタイトSi

LVS（長尺塩ビ

シート）

複層ビニル床シート2.5㎜

防滑
東リ　NSシートNS800

巾木
塩ビ製　H100

防汚、抗菌仕様
東リ　ロング巾木

建具工事 DR
9mm×300mm×600mm

不燃　NM-8599

吉野石膏　ソーラトン平板　

フィッシャー柄

レバーハンドル 抗菌仕様 MIWA 64型 GB-R
9.5mm×910mm×1,820mm

不燃　NM-0441

吉野石膏

不燃タイガーボード

ドアクローザー
シルバー

スタンダード型
リョービ　1000シリーズ

フレキシブル

ボード

5mm×910mm×1,820mm

不燃　NM-2694

チヨダウーテ

チヨダセラフレキ

曲面ガラス 網入りt= 6.8 VC
不燃　NM-3992

抗菌、防カビ、表面強化

サンゲツ

TH32480

曲面SUSサッシ SUS304 HL仕上げ フルテック 和室天井用GB-R
9.5mm×455mm×910mm

不燃　NM-1864

吉野石膏

直張り化粧天井ボード

トップライト

アルミ製、片開き手動開閉、アクリ

ル樹脂：オーパル（乳白色）、網入

り型ガラス　t= 6.8防錆処理

三菱ケミカルインフラテック

片側開閉式 ライトスモークハッチ

SHK-130

和室天井用VC
不燃　NM-3991

抗菌、防カビ

サンゲツ

FE76546

風除室

自動ドアエンジン

電源既存利用

既存補助光電センサーを撤去の上、

新設

既存点検口利用

神奈川ナブコ

V-85SL-N
EP塗装

NM-8585／不燃

抗菌、防カビ

エスケー化研

エコフレッシュクリーン

身障者便所

自動ドアエンジン

電源既存利用

既存補助光電センサー残置の上、角

パイプを取付け新設

既存点検口利用

神奈川ナブコ

V-60SL-N

無目センサー
動体・静止体検知

（近赤外線反射式）

神奈川ナブコ

NS-A01　N　Search

補助光電センサー 動体・静止体検知
神奈川ナブコ

NP-01

身障者便所用

タッチスイッチ

押しボタン操作、音声案内あり

既存押しボタン撤去の上、プレート

塞ぎ。壁面露出にて押しボタン新設

神奈川ナブコ

HDS-A5　S

金属工事

天井点検口 アルミ枠　450×450
ナカ工業

天井点検口　GMⅡ

太陽光架台 アルミ　アルマイト 日天

太陽光架台基礎 SS400、表面処理：溶融亜鉛メッキ
田島ルーフィング

ソーラーベースW70

三浦市勤労市民センター改修工事

番　　号区　　分

ＤＥＮ‐Ａ株式会社一級建築士事務所

設計工番作成日

査図 担当

件　　名

図面名称作図 縮　尺

株式会社一級建築士事務所（県）　登録　 第１７５５４号

　　一級建築士　　（大臣）　登録　 第１７０６４２号

事務所登録

建築士登録

田中　克樹
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建具一般事項、特記仕様材料表



姿 図

名       称

員       数

材       質

見       込

金       物

二建引違イ窓

事務室、ギャラリー

クレセント：附属金物一式

使 用 個 所

仕       上

硝       子

備       考

2

アルミ（電解着色）

70

クレセント　　　附属金物一式

額縁アングル、ステンレス網戸

引違イ窓

事務室、相談室

2

仝  左（電解着色）

仝  左

仝  左

仝  左

曲面ガラス

階段室

1

仝  左

100

SUS　HL仕上げ

曲面ア6.8網入り透明ガラス

曲面ガラス

階段室

1

仝  左

SUS　HL仕上げ

仝  左

仝  左

AW

1

AW

2

SSW

4

SSW

5

姿 図

名       称

員       数

材       質

見       込

金       物

使 用 個 所

仕       上

硝       子

備       考

嵌メ殺シ窓付二連引違イ窓

和室

1

アルミ（電解着色）

70

クレセント：附属金物一式

額縁アングル、ステンレス網戸

三連引違イ窓

料理講習室

1

仝  左（電解着色）

仝  左

嵌メ殺シ窓付四連外側シ段窓

2階ホール

1

仝  左

仝  左

100仝  左

仝  左

仝  左

突キ出シ金物一式

額縁アングル、オペレーター

嵌メ殺シ窓付　引違イ窓

2

仝  左

仝  左

70

クレセント：附属金物一式

額縁アングル、ステンレス網戸

2階ホール

姿 図

名       称

員       数

材       質

見       込

金       物

使 用 個 所

仕       上

硝       子

備       考

2階湯沸室

1

仝  左

70

仝  左

額縁アングル・ステンレス網戸

嵌メ殺シ窓付二連引違イ窓

1

仝  左

仝  左

仝  左

大会議室、放送室

嵌メ殺シ窓

和室、料理講習室、会議室

1

アルミ（電解着色）

100

額縁アングル

引違イ窓 嵌メ殺シ窓付二連引違イ窓

大会議室

1

仝  左

100

仝  左

仝  左

仝  左

三連引違イ窓

大会議室

1

仝  左

仝  左

70

仝  左

仝  左

仝  左

仝  左

姿 図

名       称

員       数

材       質

見       込

金       物

使 用 個 所

仕       上

硝       子

備       考

会議室

2

仝  左（電解着色）

100

仝  左

仝  左

三連引違イ窓

1

仝  左

健康管理室

嵌メ殺シ窓

控  室

1

アルミ

70

素地

額縁アングル

嵌メ殺シ窓付五連竪辷リ出シ窓 四連引違イ窓

談話室、倉庫

1

仝  左

仝  左

70

クレセント：附属金物一式竪辷リ出シ金物一式

ハ 　　ヲ反転シタモノ

仝  左

仝  左

仝  左

仝  左

額縁アングル・ステンレス網戸

AW

10

AW

9

AW

8

AW

7

AW

6

AW

11

AW

12

AW

13

AW

14

AW

18

AW

17AW

16
×1

AW

16
×1

AW

15

3,780

1
,7

0
0

1
,7

0
0

2,020

2
,1

8
0

3
,4

2
0

1
,3

9
0

1
0
0

6
0
0

1
0
0

7
6
5

1
0
0

1
,0

4
5

1
0
0

1
,5

9
0

1
0
0

7
6
5

500 1,780 500

1,000

F

A.S.P

F

F

F

F

A.S.P

F

A.S.P

F

F

F

F

A.S.P

FFix

R
=
1
,3
9
0

862

70

1,688

70

1,685

70

862

4
5
01

0
0

1
,4

0
7

F F F F

FF

1,880

70

〃

70

1,880

1
,5

6
0

1,392.5 70 〃 70 〃 70 1392.5

4
7
2 1

0
0

〃

〃

〃

〃

〃

1
0
0

4
7
2

1,100

6
0
0

1
0
0

7
1
0

1
0
0

6
0
0

F F F F

F

FF

FFF

F F

F

F

8
0
0

1,500

858 70 1,713 70 858 70 1,713 70 858

9
0
0

1
0
0

1
,9

9
0

F F F F F F F

F F F

1,713

70

1,713

70

1,713

1
,9

9
0

1,690

70

845

70

845

70

1,690

1
,9

9
0

1,747

70

1,747

70

1
,5

9
0

1,747
1,405

70

1,388.3

70

〃

70

1,388.3

1
,5

9
0

1
,0

0
0

1
0
0

1
,1

6
0

500

F

945
70

946
70

〃

70

〃

70

〃

70

946
70

945

892

70

〃
70

〃
70

〃
70

892

1
,7

0
0

F

F

F

F

F

F

'

AW

16

' AW

16

F F

仝  左

事務室：ア3.0透明ガラス、相談室：ア6.8網入透明ガラス

飛散防止フィルム貼

竪辷リ出シ金物一式

素地

素地

素地

▼2FL

▼3FL

R=1,915.1

N

E

1
,0

9
6
.3

3,008.3

1
,4

3
0
.5

5,672.3

R=1,915.1

N

E

1
,0

9
6
.3

3,008.3

1
,4

3
0
.5

5,672.3

ア3.0透明ガラス

ア3.0透明ガラス

上段：ア6.8網入透明ガラス、下段：ア6.8網入型ガラス ア6.8網入透明ガラス 上3段：ア6.8網入透明ガラス、下2段：ア6.8網入型ガラス 上2段：ア6.8網入透明ガラス、下1段：ア6.8網入型ガラス

ア3.0透明ガラス 上段：ア6.8網入透明ガラス、下段：ア6.8網入型ガラス ア6.8網入透明ガラス

上段：ア3.0透明ガラス、下段：ア6.8網入型ガラス ア6.8網入透明ガラス 仝  左 仝  左

仝  左

清 清

清 清 清 改 清

清清改清

清

清

清

清 改

ガラス：撤去・新設（立面図参照）

ガラス：撤去・新設（立面図参照）

ビート：撤去・新設（立面図参照）

ア30.0アルミサンドイッチパネルア3.0　透明ガラス

ア3.0　スリガラス ア6.8　網入透明ガラス

ア6.8　網入型ガラス A.S.P

三浦市勤労市民センター改修工事

番　　号区　　分

ＤＥＮ‐Ａ株式会社一級建築士事務所

設計工番作成日

査図 担当

件　　名

図面名称作図 縮　尺

株式会社一級建築士事務所（県）　登録　 第１７５５４号

　　一級建築士　　（大臣）　登録　 第１７０６４２号

事務所登録

建築士登録

田中　克樹

A-21

建具表（改修後）1

ガラスの撤去・新設箇所は立面図による。また撤去新設箇所はシール又はビートの撤去新設を見込むこと。

すべてのアルミ製外部建具のガラス部はシールの撤去新設を見込むこと。
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21

AW

20

AW

19

AW

22

SG

2

AD

6

AD

5

AD

4

AD

3

AD

2

AD

1

名       称

使 用 個 所

員      数

材      質

見      込

仕      上

硝      子

金      物

備      考

姿       図

姿       図

二連外倒シ窓

印刷室

1

アルミ

70

額縁アングル、オペレーター

二連外倒シ窓

3階湯沸室

1

仝左

仝左

仝左

額縁アングル、ステンレス網戸

クレセント：附属金物一式 仝左

引違イ窓

3階便所

1

額縁アングル、ステンレス網戸

嵌メ殺シ窓

健康管理室

1

仝左

仝左

仝左

嵌メ殺シランマ付　引分ヶ自動ドア

風除室

1

アルミ（電解着色）

100

自動扉附属金物一式

強化ガラス

嵌メ殺シランマ付　引分ヶ自動ドア

風除室

1

仝左（電解着色）

仝左

仝左

仝左

仝左

四枚連引違イ戸

和室

1

仝左（電解着色）

100

仝左

クレセント：附属金物一式

額縁アングル、沓摺ステンレス ア2.0 SUS304 ステンレス網戸

二連引違イ戸

料理講習室

1

仝左（電解着色）

仝左

仝左

仝左

仝左

嵌メ殺シランマ付　引違イ戸

大会議室

2

仝左

70

仝左

仝左

仝左

嵌メ殺シランマ付　片開キ戸

3階廊下

1

仝左

仝左

仝左

シリンダー錠（内側カムターン付）

仝左

ドアチェック （ストッパー付）、丁番127～3枚

附属金物一式

姿       図

名       称

使 用 個 所

員       数

材       質

見       込

仕       上

硝       子

金       物

備       考

名       称

使 用 個 所

員       数

材       質

見       込

仕       上

硝       子

金       物

備       考

名       称

使 用 個 所

員       数

材       質

見       込

仕       上

硝       子

金       物

備       考

姿       図

仝左

仝左

仝左

仝左

防火ダンパー付　スチールガラリ

浄化槽点検スペース

1

額縁アングル、ステンレス網戸

スチール

86

DP塗装　フッ素焼付塗装

F.D 付

1,700

素地

ア3.0透明ガラス 仝左 仝左仝左

素地

ア6.8網入透明ガラス ア6.8網入透明ガラス ア6.8網入透明ガラス ア3.0透明ガラス

900
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0
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0
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1
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450

SD

20
WD

6

D

1

D
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［表示灯］撤去
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トイレブース
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引違イフスマ

和室

新鳥ノ子紙

手掛
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スプルス

六本連引違イ障子

舟底引手 舟底引手
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ピポットヒンジ、ドアチェック（ストッパー付）

DP塗装　フッ素焼付塗装

1

エンジン撤去・新設

既存天井センサーは断線し残置

無目センサー新設

取手2箇所を撤去の上、ビス孔×4

箇所をアルミプレートにて塞ぎ

エンジン撤去・新設

既存天井センサーは断線し残置

無目センサー新設

エンジン・タッチスイッチ撤去・新設

タッチスイッチはSUS-BOXに取付

補助光電センサー新設（角パイプに取付）

表示灯は撤去の上、SUSプレート塞ぎ

清 清 清 清
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改

改改
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メラミン化粧板　　笠木・エッジ：アルミ

表示錠（抗ウイルス仕様）、帽子掛戸当り

サポート：ステンレス

仝左

1

40 仝左

仝左

仝左

仝左

1

ペーパーコア

メラミン化粧板　　笠木・エッジ：アルミ

表示錠（抗ウイルス仕様）、帽子掛戸当り

サポート：ステンレス

仝左

40 仝左

仝左

仝左

仝左

ア30.0アルミサンドイッチパネルア3.0　透明ガラス

ア3.0　スリガラス ア6.8　網入透明ガラス

ア6.8　網入型ガラス A.S.P
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建具表（改修後）2

ガラスの撤去・新設箇所は立面図による。また撤去新設箇所はシール又はビートの撤去新設を見込むこと。

すべてのアルミ製外部建具のガラス部はシールの撤去新設を見込むこと。
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建具表（撤去図）

ガラスの撤去・新設箇所は立面図による。また撤去新設箇所はシール又はビートの撤去新設を見込むこと。

すべてのアルミ製外部建具のガラス部はシールの撤去新設を見込むこと。
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北西  立面図 南西  立面図

北東  立面図

アルミプレート

館銘板 ステンレス製SUS304(ア1.5)
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南東  立面図 
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小口窯変タイル貼 45二丁タイル

外壁：クラックL=1200,W＝0.15mm　補修

　　　周囲タイル撤去・新設50枚

柱目地：縦4本シール撤去・新設

3
5
3
0

3
2
0
0

柱目地：1周シール撤去・新設

400

柱：浮き補修50mm角

点検口：SD-20撤去・新設

ガラリ：SG-2撤去・新設

ガラス：5箇所撤去・新設

シール含む

外壁：浮き補修100×500

外壁：爆裂補修50mm角

外壁：爆裂補修50mm角

外壁：クラック計L=5000,各W＝0.2mm　補修
ガラス：撤去・新設

外壁：爆裂補修50mm角

外壁：爆裂補修50mm角
外壁：クラックL=6500,W＝0.2mm　補修

外壁：クラックL=1000,W＝0.2mm　補修

　　　周囲タイル撤去・新設40枚

外壁：浮き補修100×500

外壁：浮き補修100×100

外壁：浮き補修1000×400

外壁：浮き補修200×100

外壁：タイル撤去・新設4枚

外壁：爆裂補修100mm角　4箇所

外壁：クラックL=4500,W＝0.2mm　補修

外壁：爆裂補修300×50

外壁：クラック計L=2100,各W＝0.3mm　補修

外壁：浮き補修100×200

外壁：爆裂補修100mm角

外壁：クラックL=900,W＝0.2mm　補修

外壁：クラックL=1200,W＝0.2mm　補修
外壁：クラックL=7300,W＝0.2mm　補修

外壁：クラックL=4300,W＝0.2mm　補修

外壁：爆裂補修100mm角
VP管：再塗装

外壁：クラック計L=3100,W＝0.2mm　補修

外壁：クラックL=10800,W＝0.5mm　補修

外壁：爆裂補修100mm角

外壁：爆裂補修50mm角

外壁：クラックL=2200,W＝0.2mm　補修

外壁：クラックL=1400,W＝0.2mm　補修

外壁：鉄筋切断の上、樹脂

モルタルにて補修　50㎜角

外壁：鉄筋切断の上、樹脂

モルタルにて補修　50㎜角

ガラス：8箇所撤去・新設

シール含む

外壁：爆裂補修50mm角

外壁：爆裂補修100mm角

外壁：爆裂補修50mm角

ビート：8箇所撤去・新設

ガラス取り外し再取付

外壁：爆裂補修50mm角

外壁：Pコン後樹脂モルタル補修

外壁：クラックL=800,W＝0.2mm　補修

外壁：爆裂補修100mm角

外壁：浮き補修100×300

外壁：クラックL=200,W＝0.5mm　補修

外壁：爆裂補修100mm角

外壁：クラックL=600,W＝0.25mm　補修

外壁：クラック計L=750,W＝0.2mm　補修

　　　周囲タイル撤去・新設30枚
外壁：クラック計L=300,W＝0.2mm　補修

　　　周囲タイル撤去・新設12枚

外壁：浮き補修200×200,600×400

凡例

アルミ製建具 改修範囲に含まれるアルミ製建具はガラス部含めすべて洗浄とする。

洗浄にあたっては、ほこり等の汚れを柔らかいブラシ等で除去のうえ、水で洗い流すこと。

共通事項

タイル 電気機器、配線などを養生のうえ高圧洗浄とする。

下地の状況や、ひび割れ箇所の調査を行い、監理者と施工者と協議の上、貼替え工法及び範囲を最終決定すること。

吹付タイル タイル同様に養生の上、脆弱部及び補修部は既存塗膜を高圧洗浄により除去すること。なお高圧洗浄で除去できない

汚れはケレンすること。上記以外の範囲は同養生の上、水洗いとする。下地調整の上、再塗装（シリコン樹脂系）とする。

ステンレス チリやほこりなど、中性洗剤にてふき取り洗い流すこと。

アルミプレート 洗浄にあたっては、ほこり等の汚れを柔らかいブラシ等で除去のうえ、水で洗い流すこと。

鉄部塗装

防錆対策

電蝕対策

ベントキャップ等 ベントキャップ、フード及び配管はDP塗装替え（フッ素樹脂系）とする

異種金属が取合う部分については、適切な電蝕対策を施すこと。

外部鉄部の改修箇所は洗浄（汚れ等は素地を傷つけないよう除去）および

既存塗膜を除去し錆止めの上、DP塗装替え（フッ素樹脂系）とする

特記なき限り、外気に接する鉄部・鋼材・金属材（下地も含む）は溶融亜鉛メッキ処理又はステンレス製とする

塩ビ管 高圧洗浄および目荒らしのうえ、DP塗装（フッ素樹脂系）とする。

コンクリート立ち上がり 高圧洗浄・汚れを除去、下地調整のうえDP塗装（フッ素樹脂系）とする。

吹付タイル

アルミベントキャップ 37箇所

VP管：再塗装

アルミPL目地シール撤去・新設

アルミPL目地シール撤去・新設

アルミPL目地シール撤去・新設

VP管：再塗装

VP管：再塗装

VP管：再塗装

VP管：再塗装

VP管：再塗装

VP管：再塗装

外壁改修：共通事項に倣う 外壁改修：共通事項に倣う

外壁改修：共通事項に倣う

外壁改修：共通事項に倣う

タイル部　補修区分

クラック

浮き 0.25㎡未満

0.25㎡以上

周囲のタイル撤去後、Uカットシール充填工法

にて補修。

補修後はタイル貼替え工法にて貼替え。

注入口付アンカーピンニング注入工法にて

部分エポキシ樹脂注入にて補修。

注入口付アンカーピンニング注入工法にて

全面エポキシ樹脂注入にて補修。

クラック

爆裂

浮き

0.5mm未満

0.5mm以上

0.25㎡未満

0.25㎡以上

CH-2にて補修

CH-3Aにて補修

CK-1にて補修

充填工法（エポキシ樹脂モルタル）にて補修

モルタル塗り替え工法にて補修

吹付タイル部　補修区分[A-09参照]

外壁：クラックW=0.2:L=8000 補修

      クラックW=0.5:L=4500 補修

外壁：クラック:L=500 W=0.3 補修

外壁：クラックW=0.3:L=1800 補修

館銘板：

ステンレス製SUS304 t1.5

文字ｻｲｽﾞ150□程度：撤去

SUSプレート　エッチング銘板

2500×150×t1.5：新設
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A B

屋根：コンクリートタッピング押工

水上

水下

ポリエテレンフィルム t0.15

事務室

床：LVS t2.5

ピット

立上り～M防水

巾木：M金ゴテ H=100

床：M金ゴテ目地切

(メッシュ入)

壁：グラスウールボード t50

(メッシュ入)

壁：グラスウールボード t50

(メッシュ入)

天井：グラスウールボード t50

根太掛 30×90

根太36×45㋐360

敷居105×45

ラワン合板　T-1　t9

壁：ラワン合板 T-1

ラワン合板　T-1　t5.5

根太:36×45@450(スプルス)

天井：ラワン合板　t.4 T-130×99(スプルス)

床：LVS t2.5

巾木：軟V H=100

(桧)

床：LVS t2.5

軽量鉄骨下地

敷居105×45(桧)
鋼製床下地

バルコニー

吊木15×18

アルミ製

マグネットキャッチ

タモ C.L

ベニヤフラッシュ

額縁：タモ積層材 25×45 L.C

額緑：25×30 OP

枠40×100 OP

コンクリート打放シ

天井：スタイロフォーム t30打込

会議室

裏面:t.5.5ラワンベニヤ

鴨居 99×30

機械室

(表面：メラミン樹脂板貼り下地 t5.5ラワンベニヤ)

ホール

倉庫

廻縁40×40(スプルス) 廻縁40×15

O.P

O.P

50×25㋐450

90×45

90×30

t4

15×15

90×30

L-40×40×3

床：M防水

床：LVS t2.5

額縁 25×50 O.P

高年齢者職業相談室

床：ラワン合板T-1t.9

根太:36×45@360

床：M防水

t30両開キフラッシュ戸(表面：メラミン樹脂板貼り　下地　t5.5ラワンベニヤ)

スタイロフォーム t30打込

和室

設計G.L

アルミ製ブラインド BOX

暗幕ボックス

裏面：t.4　ラワンベニア

丁番：かくし丁番 60mm 

杉

頭継ギ 90×45

胴縁 24×40

屋根：改A防水：新設

アルミ笠木：新設

シーリング：新設

天井：捨張～GB-R t9.5 + DR t9（一部LGS含む） 新設

天井：捨張～GB-R t9.5 + DR t9 新設

壁：(硬質発泡ウレタン+GB-R複合版)

    VC 新設

巾木：軟V H=100 新設

柱：(M金ゴテ)+VC 新設

床：下地板 t15+畳 新設

壁：（GB-R t12.5下地）VC貼 新設

長押：スプルス材 75×30 新設

障子：新設

襖：新設

天井：捨張～GB-R t9.5 + DR t9 新設

ピクチャーレール 新設

壁：(硬質発泡ウレタン+GB-R t20複合版)

    VC 新設

巾木：軟V H=100 新設

壁：(硬質発泡ウレタン+GB-R t20複合版)

    VC 新設

軒先：フレキシブルボード t5 DP塗装 目透シ貼

:新設(LGS含む)

シーリング：新設

シーリング：新設

シーリング：新設

シーリング：新設

シーリング：新設

シーリング：新設

シーリング：新設

シーリング：新設

外壁改修：立面図参照

天井：アクリル板 t5取外し再取付

天井：GB-R t9.5（LGS含む）+VC

巾木：軟V H=100 新設

壁：(M金ゴテ)+EP塗装 新設

巾木：軟V H=100 新設

天井：DR t9 （一部LGS含む）新設

廻縁：塩ビ 新設

廻縁：塩ビ 新設

内壁：（打ち放し）

吹付タイル新設

手摺笠木：ステレンス製

　　　　　SUS304 42.7φ t1.5：清掃

手摺受： ″22φ t1.5：清掃

笠木：アルミPL加工(カラー) t2：清掃

軒裏：（打ち放し）

吹付タイル新設

外壁：小口窯変タイル貼：高圧洗浄

外壁：小口窯変タイル貼：高圧洗浄

外壁：小口窯変タイル貼：高圧洗浄

床：LVS t2.5 新設
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床壁：M防水金ゴテ

水扳パイプ　VU40φ 1ヶ所

コンクリート打放シ
簡易防水型マンホール 600φ

床：防水M金ゴテ

巾木：防水M金ゴテ

床：コンクリート金ゴテ

コンクリート打放シ

防水モルタル金ゴテ

(浄化槽二面スル壁ノミ)

巾木：防水M金ゴテ H=100

グラスウールボード t50メッシュ入)

床：防水M金ゴテ

設計 G.L

通気管 VU 50φ

1ヶ所

壁床：M防水金ゴテ
水抜パイプ VU 100φ

1ヶ所

M防水金ゴテ

C種コンクートブロック積

壁：グラスウールt40

(ロールタイプ)

天井：壁：コンクリート打放シ

浄化槽　点検　スペース ステレンス製 SUS304 19φ t1.5
浄化槽　機械室

壁：グラスウールボード　t50(メッシュ入)
22φt1.5

手摺 22φ t1.5

天井：梁型：グラスウールボード t50

(メッシュ入)

クツ摺：ステレンス 40×20 t2.0
床：LVS t3.0

額縁:25×70 O.P

防虫目皿

スタイロフォームt30 打込

カーテン　BOX:アルミ製

天井：フレキシブルボード t5 V.E 窓付

スチップル仕上

樋受金物

ステンレス FB 20×3.0

樋受石

フラインドボックス

アルミ製

吊ボルト 13φ(ターンバックル付)

スタイロフォーム t30 打込

防虫目皿

壁樋：硬質塩ビV.P管

壁：M金ゴテ V.E

湯沸室

額縁:25×55

枠:120×40

廊下

胴縁:36×45 @300

ステレンス製@1200内外

樋受金:FB20×3,0

竪樋：硬質塩ビV.P管

水上

水下

額縁:25×50 O.P

大会議室

床：LVS t2.5

矩計詳細図  2  1/20

75φ

 〃 :24×40 @450

L-40×40×3

W500×H400

W500×H400

t150

100φ

水上

水下

□-60×30×2.3 O.P

FB-3×25

O.P

FB-4.5×3.8

1 2

75

100

50

1FL

2FL

3FL

RFL

暗幕ボックス

下リ壁：アルミ焼付塗装ア1.5

腰壁：防水M金ゴテ(浄化槽二面スル壁ノミ)　下地

屋根：改A防水：新設(かぶせ)

横引きルーフドレン100φ用改修用ドレン

及びドレンキャップ：新設

アルミ笠木：新設

シーリング：新設

シーリング：新設

屋根：改A防水：新設

防水押えアルミ金物：新設

VP管：再塗装

VP管：再塗装

シーリング：新設

巾木：ビニール巾木 H=100 新設

壁：(GB-R t12.5)+VC 新設

壁：(GB-R t12.5)+VC 新設

床：LVS t2.5 新設

シーリング：新設

シーリング：新設

横引きルーフドレン75φ用改修用ドレン

及びドレンキャップ：新設

外壁改修：立面図参照

天井：捨張～GB-R t9.5

+ DR t9（一部LGS含む） 新設

天井（一部）：捨張～GB-R t9.5

+ DR t9（一部LGS含む） 新設

天井：アクリル板及び枠取外し再取付

柱：(M金ゴテ)+VC 新設

天井：捨張～GB-R t9.5

+ DR t9（一部LGS含む）  新設

柱：(M金ゴテ)+EP塗装 新設

廻縁：塩ビ 新設

外壁：（打ち放し）吹付タイル新設

4
5
0

手摺笠木：ステレンス製

　　　　　SUS304 42.7φ t1.5：清掃

手摺受： ″22φ t1.5：清掃

外壁：（打ち放し）

吹付タイル新設

外壁：（打ち放し）

吹付タイル新設
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アルミ製暗幕ボックス

額縁：タモ積層材25×65L.C
額縁：タモ積層材25×130L.C

アルミ製喑幕ボックス

スタイロフォーム t30打込

アルミPL-2.0加工(カラー)

ALC板t50

モルタル下地t30～50

屋根：S防水 t2.5

アルミ製押工金物

ポリエチレンフィルム3.0.15

風除室アルミ製自動ドアー アルミ製自動ドアー

捨張～GB-R t9.5

天井：DR t12(リブ付)

捨張～GB-R t9.5

天井：DR t15(リブ付)t9

竪樋：塩ビライニング鋼管75φ

竪樋：硬質塩ビ管(V.P)
中継ドレイン75φ

アルミ製ブラインドボックス

床：LVS t2.5

額縁25×50 O.P

額縁：タモ積層材25×130L.C

屋根：コンクリートタッピング押工

水上

水下

傘立

柱型：テラゾープロック

設計GL

1
2
0
0

W780×H300×O475

1FL

ホール

1
0
0

3
1
0

1
0
0

5
0

100

50

料理講習室

床：LVS t2.5

1
0
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1
0
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5
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100

50

185

75φ

1
3
5

C
H

=
2
6
0
0

2FL

1
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会議室

3FL

30 225

45

75
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A

RFL

アルミP -2.0加工(カラー)

A

C
H

=
3
,0

0
0

L

床：磁器質施秞100口^タイル貼 
床：磁器質施秞100口^タイル貼 

屋根：改A防水：新設

アルミ笠木：新設

壁：(硬質発泡ウレタン+GB-R t20複合版)

    VC 新設

柱：(M金ゴテ)+VC 新設

壁：(硬質発泡ウレタン+GB-R t20複合版)

    VC 新設

一部：(GB-R t12.5)+VC 新設

自動ドア：内部エンジン新設

シーリング：新設

シーリング：新設

壁：(硬質発泡ウレタン+GB-R t20複合版)

    VC 新設

壁：(硬質発泡ウレタン+GB-R t20複合版)

    VC 新設

シーリング：新設

外壁改修：立面図参照

天井：捨張～GB-R t9.5 + DR t9（LGS含む） 新設

巾木：軟V H=100 新設

天井：捨張～GB-R t9.5 + DR t9

（一部LGS含む） 新設

天井：捨張～GB-R t9.5 + DR t9

（一部LGS含む） 新設

下り壁：アクリル板 t5取外し再取付

天井：捨張～GB-R t9.5 + DR t9 新設

巾木：軟V H=100 新設巾木：軟V H=100 新設

外壁：小口窯変タイル貼：高圧洗浄

外壁：小口窯変タイル貼：高圧洗浄

外壁：小口窯変タイル貼：高圧洗浄

アルミサンドイッチパネル t30 清掃

カラーガラス t5 清掃

アルミサンドイッチパネル t30 清掃

アルミPL -2.0加工(カラー) 清掃

アルミPL -2.0加工(カラー) 清掃

館銘板：

SUSプレート　エッチング銘板

2500×150×t1.5：新設

床：LVS t2.5 新設
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矩計詳細図 4   1/20

既存　小便器廻り　断面詳細図   1/20

既存　便所出入口廻　断面詳細図   1/20

モルタル防水

テラゾーブロック t25

壁：100　タイル貼

三方枠ステンレス

自動ドアー

アルミPL-1.5加工

塩ビ製廻縁(目透用)

障害者便所

既存　トイレブース　詳細図   1/5

既存　便所手洗・ピット　断面詳細図   1/20

床・壁：M防水

アルミP t1.0

メラミン化粧合板

下地耐水合板

既存　洗面所　洗面器　断面詳細図   1/20

D10 タテヨコ井 @400

タオル掛

壁：100°タイル貼

テラゾーブロック t25

壁：100　タイル貼

A種　コンクリートブロック t100

テラゾーブロック t25

廊下

枠:40×100 O.P

額縁25×55 O.P

スタイロフォーム t30打込

塩ビパイプ25φ

沓摺：テラゾーブロック

廊下

120

60

60

t1.5

20

男子便所

D10 タテヨコ井 @400

A種　コンクリートブロック t100

テラゾーブロック t25

壁：100　タイル貼

D10 タテヨコ井 @400

A種　コンクリートブロック t100

2FL

3FL

RFL

2FL

3FL

RFL
水上▽

水下△

100

4545

A種コンクリートブロックt100

タテヨコD10 @400
床：磁器質モザイクタイル19φ

モルタル防水下地

壁：100°タイル貼

手摺：ステレンス製

SUS304 38φ

アルミ額縁

床：LVS t2.5

アルミ製ブラインドBOX

F.L

W.L

水上▽

水下△

60 60

5

結露受 APL-1.5 加工

増打

健康管理室
額縁:25×50 O.P

口 頭継ギ：ステンレス製40×20×1.5 SUS304

増打

口

L

脚金口ステンレス

口

屋根：改A防水：新設

頂部防水押えアルミ金物：新設

シーリング：新設

屋根：改A防水：新設

アルミ笠木：新設

屋根：改A防水：新設

シーリング：新設

壁：(硬質発泡ウレタン+GB-R t20複合版)

    VC 新設

壁：(硬質発泡ウレタン+GB-R t20複合版)

    VC 新設

塩ビ製見切材 新設

壁：(GB-R t12.5)+VC 新設

天井：捨張～GB-R t9.5 + DR t9 新設

塩ビ製見切材 新設

梁：(GB-R t12.5)+VC 新設

シーリング：新設

シーリング：新設

シーリング：新設

シーリング：新設

床：LVS t2.5 新設

床：長尺塩ビシート貼 ア2.5 新設

シーリング：新設
防水押えアルミ金物：新設

外壁改修：立面図参照

巾木：軟V H=100 新設

壁：(M金ゴテ)+EP塗装 新設

天井：捨張～GB-R t9.5 + DR t9 新設

廻縁：塩ビ 新設

壁：(M金ゴテ)+EP塗装 新設

天井：捨張～GB-R t9.5 + DR t9 新設

廻縁：塩ビ 新設

天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt5 DP塗装（一部LGS含む）新設

廻縁：塩ビ 新設

自動ドア：内部エンジン新設

補助光電センサー取付用角パイプアルミ製 新設

天井（一部）：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt5 DP塗装（LGS含む）新設

手摺笠木：ステレンス製

　　　　　SUS304 42.7φ t1.5：清掃

手摺受： ″22φ t1.5：清掃

外壁：（打ち放し）

吹付タイル新設

外壁：（打ち放し）

吹付タイル新設

床：LVS t2.5 新設

三浦市勤労市民センター改修工事

番　　号区　　分

ＤＥＮ‐Ａ株式会社一級建築士事務所

設計工番作成日

査図 担当

件　　名

図面名称作図 縮　尺

株式会社一級建築士事務所（県）　登録　 第１７５５４号

　　一級建築士　　（大臣）　登録　 第１７０６４２号

事務所登録

建築士登録

田中　克樹

囲み文字は改修内容を示す。それ以外は既存の仕様を示す。なお（）内の仕様は既存利用の仕様を示す。

外壁の仕上げの改修内容については、立面図による。

A-28

矩計図　4
S=1/20(A1)

S=1/40(A3)


